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研究成果の概要 

（1）＜電子貯蔵触媒の開発＞ 

安全、一つのフラスコで水素と酸素のみを用いた高効率な過酸化水素合成触媒の開発を行い、一

報の学術論文(Journal of the American Chemical Society, 2023, 145, 4384−4388)として報告した。

本研究成果は、これまでの水素と酸素からの過酸化水素合成触媒の開発において達成されてい

なかった、爆発範囲外の水素と酸素の混合ガスを使用し、単純な反応装置で高い触媒回転頻度

の三つの条件を初めて満たす触媒である。触媒回転頻度は、これまでに報告された均一系触媒で

最も高い 910 を示す。また、触媒中間体である低原子価種の単離およびその結晶構造も明らかに

しており、今後の過酸化水素合成触媒の設計にも重要な知見を与える。本成果は、JST および九

州大学よりプレスリリースしている。また、水素を電子源とする新有機合成法の開発に関する研究

で得られた成果を一報の総説として報告した(Coordination Chemistry Reviews, 2022, 470, 214697)。

本総説では、我々が開発した水素を利用した炭素―炭素結合生成反応を含めて、還元的炭素

(Csp3)―炭素(Csp3)結合生成反応および芳香族化合物のアリール化をまとめている。 

（2）＜メタンからのメタノールとエタンの個別合成＞ 

PtFe電極をアノードに用いた熱-電気化学セルで、（A）水蒸気から活性酸素種をアノード表面に

生成し、メタンと反応させることによってメタノールを選択的に合成した。（B）メタンの C-H結合を開

裂することによってメチルラジカルを生成・二量化することで、エタンを選択的に合成した。（C）（A）

と（B）プロセスを交流電解で行うことによって、直流電解以上の耐久性を発現させた。 
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